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北広島市国民健康保険運営協議会会議録 

  

1 会議名  平成 30年度 第 2回北広島市国民健康保険運営協議会 

2 日 時  平成 30年 11月 26日（月） 午後 6時～午後 7時 

3 会 場  市役所 3階会議室 3Ｃ 

4 出席者   

委 員 ：川島会長、安達委員、伊東委員、奥田委員、山美委員、荒木委員 

事務局等：中屋保健福祉部長 

（税 務 課）林課長 

（健康推進課）尾崎課長、影久主査 

（保険年金課）渡辺課長、三澤主査、立野主査、後藤主事 

 

会議内容 

・審議事項  

（１）北広島市国民健康保険税率の改定について 

（２）北広島市国民健康保険税課税限度額の改定について 

・報告事項 

（１） 平成 30年度国民健康保険事業特別会計補正予算（案）について 

（２） 北海道胆振東部地震にかかる災害減免について 

 

 

開 会（午後 6時 00分） 

 

○事務局 

本日は、夜分お集まりいただきありがとうございます。 

それでは、欠席の連絡を受けております鈴木委員を除き、皆様おそろいですので、平

成 30年度第 2回国民健康保険運営協議会を開会いたします。 

それでは、次第に従いまして、川島会長より一言ご挨拶をお願いいたします。 

 

○会長 

本日は、審議事項が 2件、報告事項が 2件となっております。審議事項では、来年度

の保険税の改定が議題となっておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○事務局 

それでは、次に会議次第 3「北広島市国民健康保険税の改定の諮問」でございますが、

本来ならば、上野市長から皆様に諮問をさせていただくところでありますが、あいにく

他の公務により、出席することができませんので、保健福祉部長の中屋から諮問書をお

渡しさせていただきます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 
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○会長 

諮問を頂戴しました。皆様のお手元にも、諮問文の写しが配付されていますので、ご

確認願います。この運営協議会で、委員の皆様方のご協力を得ながら慎重に議論し、充

分検討のうえ、答申を申し上げていきたいと考えます。 

 

○事務局 

ありがとうございました。 

議事に入ります前に、本日の会議の成立についてご報告いたします。委員定数 7 名

中 6 名が出席しており、定数の半数を超えていることから、北広島市国民健康保険運

営協議会規則第 4 条第 5 項の規定による会議開催の要件を満たしておりますことをご

報告いたします。 

ここからは議長である川島会長に議事の進行をお願いいたします。 

 

○会長 

まず本日の会議録署名委員の指名ですが、私の方から指名をさせていただきます。安

達委員、山美委員にお願いいたします。 

議事に入ります。会議次第 4、審議事項第 1号の「北広島市国民健康保険税率の改定

について」でございます。事務局から説明をお願いします。 

 

（事務局より説明） 

 

○事務局 

以上が 11 月 14 日に示された仮係数による算定結果であります。北海道国保事業費

納付金及び標準保険税率の算定につきましては、今後、12 月の仮係数による第 2 回目

算定と、確定値となる 1 月の確定係数による算定の 2 回が示されます。昨年度は、北

海道の激変緩和措置の対象となり、仮係数値と確定係数値で当市の納付金額が同額と

なることから、11 月の仮係数値をもって、平成 30 年度の保険税率を決定いたしまし

た。 

この度の平成 31年度の算定につきましては、今後の 2回の算定で納付金額が変動す

ることから、1月の確定値をもって税率を決定していきたいと思います。そのため、こ

の審議案件は持ち越しとさせていただき、算定結果が出た 1 月中旬以降に改めて皆さ

まに改定案をお示してご審議をいただきたいと考えております。 

 

○会長 

ただいま事務局から「北広島市国民健康保険税率の改定について」の説明をいただき

ました。ご質問やご意見などはございませんか。説明の中で分からないことや、確認し

たいこと等何でも結構でございます。いかがでしょうか。 

 

○Ａ委員 

平成 30年度は仮係数と確定係数どちらも数値が変わりません。仮係数と確定係数の

違いは何ですか。 
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○事務局 

国が示す係数とは、都道府県が保険給付費や前期高齢者交付金等の推計に使用する

数値であり、国の予算が決定したところで、都道府県ごとの確定した係数が決まりま

す。その後、都道府県が国からの係数を基に、市町村ごとの納付金額を算定しておりま

す。平成 30 年度に変更がないのは、激変緩和措置によるもので、本市の仮係数では、

1 人あたりの保険税収納必要額が 100,101 円、確定係数では、97,168 円となっており

ますが、保険税税収納必要額の総額が前後していても激変緩和額が前後することで、被

保険者が負担する激変緩和後の保険税収納必要額は変わるものではありません。 

しかし、平成 31年度は激変緩和を受けられないため、総額が影響することから、確

定係数が示される 1月にもう一度検討させていただきたいという内容でございます。 

 

○Ａ委員 

平成 31年度は上がるということですね。平成 30年度は、平成 28年度の数値を比較

として上限が決まったとのことでした。平成 31 年度は、平成 30 年度が比較対象とい

うことでしょうか。 

 

○事務局 

平成 30年度は、平成 28年度の決算値の 2％増で決定しております。 

平成 31年度は、平成 28年度の決算値または平成 29年度の決算値の低い方のどちら

か一方にプラス 2％さらにプラス 2％となっており、北広島市は平成 28 年度の決算値

方が低かったため、平成 30 年度の数値からプラス 2％と予想しておりましたが、医療

費の自然増については、激変緩和措置の対象としないとのことであり、全道で補いまし

ょうということになっているのが現在の状況であります。 

今後、１月に確定係数による算定が行われますが、平成 30年度は、仮係数より確定

係数が下がっている関係もありますので、次回の算定を待っている状態であります。 

 

○Ａ委員 

昨年度のお話では、2％ずつ段階的に上がっていくでしょうというお話でした。それ

に自然増が大きくプラスされたということなのですね。 

 

○事務局 

そうですね。自然増について、北海道に問い合わせたところ、医療費の増加とのこと

で、来年実施予定の消費税増税も見込んでいるとのことでありました。 

 

○Ａ委員 

道内の他の市町村にも同じように自然増分 6.71％が上乗せされるということでしょ

うか。 

 

○事務局 

平均すると 6.33％となり、ほぼどこの市町村も増額になるものと考えております。 
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○事務局 

道の方も制度が始まったばかりのため、どのように推計すれば適正か迷っている状

態だと思われます。 

我々として一番困るのは、医療費が上下した際に国保税も上下することです。国保税

や公共料金は、あまり上下させるべきでないと考えます。5年から 7年のスパンを考え

て決定するべきです。ですが、今の決め方では、医療費が下がれば下げるという決め方

ですので、それは疑問に思うところであります。また、足りない場合の補填は、道がし

ますので、道の予算ですとか、国の補助金が関わってきます。 

制度が落ち着くまでは、動きがあると思っています。もう少し、中期的なスパンで改

正できないか、市町村では思うところであります。 

 

○会長 

自然増という言葉がわかりづらい気もします。 

 

○事務局 

道によると、平成 31 年度の自然増分が大きくなってしまったのは、平成 30 年度の

算定の際に医療費を少なく見込んでいたことが 1 つの要因とのことであり、少なく見

込んだ理由としましては、平成 28 年度から平成 29 年度にかけての医療費が微増だっ

たこと、平成 30 年度の診療報酬が減額されることを見込んだものと考えております。 

 

○事務局 

 自然増が大きくなったもう一つの理由は、被保険者が減少しているということが挙

げられます。3ページのＣ－Ｂは、来年度について、587 人減る見込みとなっています。

これは、団塊の世代が徐々に後期高齢者医療制度へ移行し、国保の被保険者が減ってい

ることも関係しています。 

ですので、被保険者が減少し、医療費が微増したということは、被保険者一人当たり

の医療費は上がっていると言えます。 

  

○Ａ委員 

 自然増がこれだけあるということは、去年の話とは違うということで反対と言った

ところでどのようになるのでしょうか。 

 

○会長 

他の市町村から反対意見は出ていないのですか。 

 

○事務局 

市町村連携会議におきまして、北海道から算定結果について説明がありましたが、市

町村からは急激には上げられないので、北海道から公費等の財源措置は考えられない

かという意見が多く出ました。これに対し、北海道では検討しますということで現在、

特例基金を活用して再度算定中であります。若干下がる可能性があります。 



 

5 

 

 ○事務局 

 国から道のほうに 500 億円ほど入ってきていますが、それをどのように使っていく

かは道の裁量です。1年目に何億、2年目に何億使うかと決めていたものを今回に持っ

てくれば、平成 31年度は抑えることができるかもしれませんが、財源はなくなってき

ます。そうするとどこかで急激に上がる可能性もありますので、そういったことも考慮

したうえでの今回の数字だと思います。それをさらに検討している段階です。そのた

め、我々も中間報告のような形でしか今はお話しできません。1月には国の概算要求も

見えてきますので、次回は正式に協議をお願いできればと考えています。 

 

○会長 

他にありませんか。 

今回の説明内容につきましては、よろしいでしょうか。事務局の説明にありましたよ

うに、1月に再度審議を行うということでしたので、皆さまよろしくお願いします。 

 

(委員から異議なし等の同意の声) 

 

○会長 

次に、審議事項第 2号の「北広島市国民健康保険税 課税限度額の改定について」で

ございます。事務局から説明をお願いします。 

 

（事務局より説明） 

 

○会長 

ただいま事務局から「北広島市国民健康保険税 課税限度額の改定について」の説明

をいただきました。ご質問やご意見などはございませんか。説明の中で分からないこと

や、確認したいこと等何でも結構でございます。いかがでしょうか。 

「北広島市国民健康保険税 課税限度額の改定について」、この諮問については、おお

むね同意されているというように感じておりますが、それでよろしいでしょうか。 

 

(委員から異議なし等の同意の声) 

 

○会長 

では、審議事項第 2号の「北広島市国民健康保険税 課税限度額の改定について」は

同意したものとし、この度の諮問について原案のとおり承認するものとさせていただ

きたいと思います。 

 

（異議なしの声あり） 

 

○会長 

この後の進め方については、どのようになるでしょうか。 
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○事務局 

国民健康保険税の改定について、ご審議いただきありがとうございました。 

課税限度額改定につきましては、承認をいただきましたが、税率改定と課税限度額改

定の 2 点について諮問させていただいておりますので、税率改定の審議が終わりまし

てから、合わせて答申をいただきたきたいと思います。 

 

○会長 

では、皆様よろしいでしょうか。 

 

（異議なしの声あり） 

 

○会長 

では、そのように進めてまいりたいと思います。 

次に会議次第 5、報告事項第 1号「平成 30年度国民健康保険事業特別会計 補正予算

（案）について」事務局から説明願います。 

 

（事務局より説明） 

 

○会長 

これより質疑を行います。 

ご質問がなければ、ただいまの件、これでよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

○会長 

異議なしということですので、報告どおり承認といたします。 

次に、報告事項第 2号「北海道胆振東部地震にかかる災害減免について」事務局から

説明願います。 

 

（事務局より説明） 

 

○会長 

これより質疑を行います。 

ご質問がなければ、ただいまの件、これでよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

○会長 

異議なしということですので、報告どおり承認といたします。 

最後にその他の事項について事務局からお願いします。 
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○事務局 

先ほど申し上げましたが、次回の協議会は、確定係数による算定結果が示される 1月

中旬以降の開催を予定しております。日程につきましては、改めて調整させていただき

ますので、何卒ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

事務局からは、以上でございます。 

 

○会長 

各委員の皆さんからは、何かありますか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○会長 

それでは、以上をもちまして、協議会を終了いたします。 

本日はおつかれさまでした。 

 

閉 会（午後 7時 00分） 


